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1． はじめに 

全国で台風などの大雨に伴う河川流量の増加により

洪水被害が多発しており，河川計画や土砂流出予測に

おいて河床材料の粒度分布の把握は重要な要素となっ

ている 1)．しかし，数値計算などで考慮される粒径は表

層のみを対象とした場合が多く，深さ方向の検討はあ

まり行われていない． 

 本研究では，秋田県の二級河川である馬場目川の中流

域を対象とし，砂州上の複数の箇所からの土砂採取を行

った．そして，横断方向および縦断方向において粒度分

析を行うとともに，対象領域において横断測量を行った． 

2． 現地調査 

 図 1 に研究対象，図 2 に対象領域，図 3 に砂州上の

土砂採取地点を示す．また，図 4に 2021/7~2022/9 にお

ける馬場目川の水位変動を示す．2021/7~11 には 2 度に

わたって水位 2 m 前後の洪水が発生している．また

2022/7~8 に氾濫危険水位 3.4 m を超えた日が 2 日間，水

位 2 m を超えた日が 6 日間存在した．そのため，

2021/8/20（洪水前）および 2021/12/6（洪水後），2022/8/30
（洪水後）の 3 回に分けて砂州上の St.1~6 から表層，

深さ 30 cm，50 cm，70 cm の土砂を 6,000 g ずつ採取し

た．そして，JIS A12043)に則りふるい分け試験を行い，

粒径加積曲線および中央粒径 D50 を算出した． 

3． 粒度分析結果 

(1) 横断方向 

St.3 は岸側にあるため平常時では浸水しないが，2021
年の 2 m 前後の出水によって細かい土砂が多く流され

たことにより，D50 が大きくなった．しかし，2022 年

の洪水後は 2021年の洪水前よりもD50が小さくなって

おり氾濫危険水位を超える洪水や断続的な洪水によっ

て粗い土砂も掃流されたと考えられる．2021 年の洪水

後の D50 は採取位置や深さに関係なく 6.9~24.0 mm で

あったが，2022/8 の洪水後 D50 を見ると 4.2~14.1 mm
であり，2021 年の洪水前と同様の傾向が見られた． 
(2) 縦断方向 

 図 5 に縦断方向(St.4，2，5，6)における(a)2021/8，
(b)2021/12，(c)2022/8 に採取した土砂の D50 を示す． 

水衝部に近く砂州の上流側である St.6 を見ると，採取

時期や深さに関係なくグラフの変化はあまり見られな

かった．水衝部における土砂交換は常に行われているた

め，粒径変化が小さかったと考えられる． 
一方 St.4 においては，2021/8 と 2021/12 の D50 を見

ると粒径に変化は無かったが，2022 年の洪水後では浸

水によって細かい土砂が流出し，粒径が粗くなったと考

えられる． 
ここで，横断方向，縦断方向ともに洪水前である

2021/8 よりも洪水後である 2021/12 の D50 が大きくな

る傾向であったが，これは 8 月後半や 11 月前半に発生

した 2 m 前後の洪水に伴い，砂州から粒径の小さな土砂

が流出したものと考えられる．2022 年においては，2021
年よりも水位が高く，砂州全体が浸水するような洪水で

あったため，砂州の広範囲において細かい土砂だけでは

なく粗い土砂が流され，結果として D50 が小さくなっ

たと考えられる．そのため，砂州の粒径変化には水位の
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大きさと洪水頻度が大きく関わっている．また，洪水に

おける深さ方向の粒径変化に関して，深さ 70 cm 地点に

おいても粒径変化が確認できた． 
4． 横断測量結果 

図 6 に横断測量結果の代表として測線 2 の結果を示

す．対象領域において平常水位は 0.88 m 付近であり，

水位 2 m 前後の洪水で砂州は浸水していた．久保観測

所のデータによると，この期間に氾濫危険水位 3.4 m を

超えた日が 2 日間，水位 2 m を超えた日が 6 日間存在

した．これを見ると，砂州が存在する測線 2 では左岸側

で洪水後土砂が洗掘されており，河道中心では土砂が

堆積していた．そのため，洪水では主に砂州の河道中心

側で河床変動が行われていると推測される. 

5． おわりに 

本研究では馬場目川中流域の砂州上の複数の箇所に

ついて土砂を採取し，粒度分析を行った．その結果，

2021 年においては横断方向，縦断方向ともに洪水前に

採取した土砂よりも洪水後に採取した土砂の D50 が大

きくなる傾向であったが，これは 2 m 前後の出水に伴

い，砂州から粒径の小さな土砂が流出したことが要因

と考えられる．2022 年の洪水は 2021 年よりも水位が高

く，砂州の広範囲において細かい土砂だけではなく粗

い土砂が流され，結果として D50 が小さくなったと考

察される． 
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図 4 久保観測所の水位(2021/7~2022/9) 

図 5 縦断方向の D50 
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図 6 測線 2 の横断測量結果 
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